
本　　社：大阪市東成区大今里南 6丁目 1番 1号

創　　業：1905（明治 38）年 10 月

資 本 金：158 億円

従業員数：連結　6,864 名、単体　2,062 名
（いずれも 2022 年 12 月末現在）

会社概要

コクヨ　株式会社

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
コクヨといえば、文房具・オフィス家具メーカーという認識

が一般的ですが、お客様の「はたらく」「まなぶ」「くら

す」がより創造性豊かなものとなるよう、コクヨならではの

価値創造と課題解決のために、「モノ」だけでなく「コト」

の提案も充実しています。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
現在のロゴは、2005年10月、創立100周年を機に制定しまし

た。軽快で柔らかな曲線を持った文字は「先進」「独自」

「活気」といった「躍動感」を表現し、さらに文字の連結は、

これまで以上のコクヨとお客様、コクヨグループ全体の強靭

な「絆」を表します。

ちなみに、社名の由来は国の誉（ほまれ）となるようにと、

1917（大正6）年に商標を「国誉」と定めたのが起源です。

1961（昭和36）年に「コクヨ株式会社」としました。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
コクヨの社会におけるパーパス（存在意義）を「ワクワクす

る未来のワークとライフをヨコクする。」に定め、「コクヨ

＝文具の会社から、“WORK＆LIFE STYLE Company”というイ

メージへの転換」、「社員が挑戦したいことを“ヨコク”で

きる有言挑戦体質への転換」を目指しています。多くのヨコ

クが掲載されているホームページもぜひご覧ください。

企業サイトにリンクします

企業理念

1975 年の発売以来、ロングセラー
を続けるノートの定番

本社ビル（大阪市）

コクヨ 株式会社

会社概要

第７３回

日本ボールバルブ株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長     中西　康二 氏
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連
載

◆本 社 所 在 地 
◆業 種・製 品

◆創     業
◆資    本    金
◆ホームページ

大阪府堺市西区鳳南町 5丁 650 番
ボールバルブの設計、
製造販売
1965 年（昭和 40 年）
4,000万円
https://www.nbv.co.jp

源
流
管
理

私が開発部門から工場勤務になりたての頃、上司に何度となく言
われた言葉です。当時は、単に材料や部品などの受け入れをしっか
り管理すれば不良も少なくて済むといった程度の理解でしたが、そ
の後年数を経て、派生語としてその言葉の意味を自分なりに拡げ、「事
前検討の徹底」、「ＰＤＣＡのプランをしっかり熟考する」、「ものの
本質、原点を視る」など、「源流」について拡大解釈してきました。
モノづくりや人材育成の場面において源流を見極め、真摯に考え
取り組むことで、お客様からも信用と信頼が得られ、また上司や部下、
従業員同士の間でも大きな信頼が生まれてくると考えます。
課題の先送りや軽々な判断は、将来的に大きな問題となって回っ
てきます。ＳＤＧｓが叫ばれ、エネルギー革命など取り巻く環境が大
きく変化してきている中で、会社は言うまでもなく、一人一人が進
化し変わっていかなければなりません。変革の中で岐路に立った時、
迅速な判断とともに、原点に立ち返り、本質を見極めた上での判断
がますます重要になってきています。これら対応の素早さと源流を
把握した判断をうまく融合させ、この激動の時代の舵を取っていき
たいと考えます。
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